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理    念 
患者さんの権利 

人道・博愛の赤十字精神にもとづく良質で安全な医療の提供 

基 本 方 針 

１ 患者さん中心の医療を提供します 
 

２ より安全で高度な医療の実践を目指します 
 

３ 地域医療に貢献する病院を目指します 
 

４ 災害救護ならびに医療社会奉仕に努めます 
 

５ 次代を担う医療従事者を育成します 
 

６ 働きがいのある病院運営に努めます 
 

７ 健全経営の維持に努めます 

病院の「理念」・「基本方針」にもとづき患者さんが安心して 

医療を受けることができるよう、以下の権利を大切にします 

１ 個人の尊厳が守られる権利 
 

２ プライバシーが保障される権利 
 

３ 適切な情報と説明を受ける権利 
 

４ 自ら医療行為を選択する権利 
 

５ 適切で最善の医療を受ける権利 
 

６ 子ども達が分かりやすく心のこもった医療を受ける権利 

患者さんの責務 

医療は患者と医療者との協同作業です。 

より適正な医療提供のため、以下の責務について 

十分ご理解をいただき、ご協力をお願いします 

１ ご自身の健康状態に関する正確な情報をお伝えください 
 

２ 医療者と力を合せて診療に参加し、最大限の治療効果を 

    発揮できるようにご協力ください 

３ 病院のルールに従い、院内での迷惑行為は慎んでください 

４ 受けた医療に対し、診療費をお支払ください 

皆さま 

の声 

このコーナーでは、『皆さまの声』（ご意見箱）等にお寄せいただいたご意見・ご要望に対する当院

の対応、お礼の投書についてお知らせします。（令和5年3月1日〜令和5年４月30日回収分より抜粋） 

 

 

               投書箱は正面玄関・やすらぎホール・各病棟に設置しております。 

 

◆入院予定のため患者支援センターにて、診察券を入れて座って待っているのに、看護師２人が窓口で仕事の

愚痴をずっと話しています。待たされるし、そういう事を聞かされてすごく不愉快な思いをしました。プロ意

識はないのですか？  

「病院からの回答」  

◇この度は、大変不快な思いをさせてしまい誠に申し訳ございません。  

患者支援センターでは、今回のご意見も踏まえ、新たに受付担当者を配置するとともに、センターのスタッフ

に対して、来院されお待ちいただいている方など、周囲に気を配りながら業務を行うことを指導いたしまし

た。専門職としての意識を高く持ち、接遇向上に努めてまいります。  

ご意見・ご要望 

●検査移動のとき、「車椅子で大丈夫です」と返答した私を気遣ってくださり、ストレッチャーで移動して下

さった。気持ち悪かったのでありがたかった。その後、職場に連絡を入れる必要がある旨を伝えると、スト

レッチャーのまま部屋に携帯を取りに行ってくださり、電話をかけてもよい場所に運んで下さった。電話の後

ベッドに体を移動して下さり、携帯電話も充電して下さった。頼みたい一つ一つをして下さった看護師さん、

ありがとうございました。  

お礼の投書 

◆家族が荷物を持ってきてナースセンター前で待っているのに、見て見ぬふりをして誰も対応しない。あいさ

つもしない。ナースコールが鳴りつづけているのに誰も取ろうとしない。スタッフの人数がたくさんいるのに

どういう事でしょうか？  

「病院からの回答」  

◇面会制限のある中で、時間を守って来院いただきましたが、「見て見ぬふり」と感じさせてしまう看護師の

姿勢や対応で不快な思いを抱かせてしまい、誠に申し訳ございません。ご意見を病棟内で共有し、「誰かが対

応しているに違いない」といった思い込みで、対応が疎かになることのないよう、互いにコミュニケーション

をとることが大切であることを周知しました。今後このようなことがないよう努めてまいります。貴重なご意

見をいただき感謝いたします。  

 

   
『慰霊祭』 

慰霊祭の様子 

 

    

   これからも患者様にご満足いただける病院づくりに、

 

  

 

  8月1日（火）、病院前庭慰霊碑前にて戦没者追悼慰霊祭を執り行いました。 

 この慰霊碑には日中戦争以降の病死・戦死した医療従事関係者や昭和20年8月

1日の富山大空襲で命を落とした職員の名前が刻まれています。 

 当日は院長をはじめ多くの職員が集まり、亡くなられた方々の冥福を祈り、平和への

思いを新たにしました。 

 

これからも患者様にご満足いただける病院づくりに、職員一同努めてまいります。 
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